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How are you ? と尋ねると、帰国子女の中には「Awesome!」と答える子供がいます。振り返りシー
トにも書かれているときがあります。また、今は、「How are you doing?」の方がよく使われている、








































・ 講座受講前にUnit 1からUnit 3Bまでのビデオを視聴して、学級担任の役割、ALTの役割について確認する。
また、授業におけるラポール構築実践例ビデオ（資料1）を用意したので、コミュニケーション活動レッスンプ
ラン（資料2）を参考にしながら視聴する。























 （Hello! How are you 
today? に対してFine!など。）
3名の自己紹介。






































































































































 ＊資料3⇒ 　　　資料 4⇒
 ＊資料5⇒ 　　　資料 6⇒ 　　　資料7⇒ 　














































































講師が行う、We Can! 2 Unit 
8 のSmall Talkを見る。
















































 ～ Small Talkの進め方～」
⇒
・ Small Talkの 対話方略を学ぶ前 ⇒
＊ 学生による動画































































例えば、We Can! 1のUnit 7 “Where is the treasure?” の導入のSmall Talkで、先生の宝物
を写した写真を手に持って、“Look at this picture.  These are my treasures.” 私が大切にして























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































0 〜3年 47% 0 〜3年 44%
4〜6年 24% 4〜6年 26%
管理職 3%
横手市 23%










































































とてもそう思う 少しそう思う どちらともいえない 合計
外国語（活動）
指導経験年数
0 〜3年 20 19 3 42
4〜6年 12 10 0 22
7〜9年 9 9 0 18
10年以上 3 3 2 8
合計 44 41 5 90
1.質問①
「講座内容はご自分にとって適切でしたか。」とのクロス集計を行った（ 表 2 ）。ここでも、上述した
質問①でも行ったようにカイ2乗検定により項目間の関係を分析した。しかし、有意な関係は見
られなかった（χ2=1.835, p<.05）。
表 2  外国語（活動）指導経験年数と「②講座内容はご自分にとって適切でしたか。」とのクロス表
②講座内容はご自分にとって適切でしたか。
少し難しすぎた 適切だった 少し簡単すぎた 合計
外国語（活動）
指導経験年数
0 〜3年 13 28 1 42
4〜6年 5 16 1 22
7〜9年 5 13 0 18
10年以上 3 5 0 8



























とてもそう思う 少しそう思う どちらともいえない 全くそう思わない 合計
外国語（活動）
指導経験年数
0 〜3年 18 19 5 0 42
4〜6年 12 9 1 0 22
7〜9年 6 11 0 1 18
10年以上 3 4 1 0 8































































































































































とてもそう思う まあそう思う どちらともいえない あまりそう思わない 合計
外国語（活動）
指導経験年数
0 〜3年 9 30 12 1 52
4〜6年 6 9 4 2 21
7〜9年 8 5 1 0 14
10年以上 1 5 1 0 7
合計 24 49 18 3 94
1.質問①
「講座内容はご自分にとって適切でしたか。」とのクロス集計を行った（ 表 2 ）。ここでも、上述した
質問①でも行ったようにカイ2乗検定により項目間の関係を分析した。しかし、有意な関係は見
られなかった（χ2=14.215, p<.05）。
表 2  外国語（活動）指導経験年数と「②講座内容はご自分にとって適切でしたか。」とのクロス表
②講座内容はご自分にとって適切でしたか。
難しすぎた 少し難しすぎた 適切だった 少し簡単すぎた 簡単すぎた 合計
外国語（活動）
指導経験年数
0 〜3年 3 9 27 9 4 52
4〜6年 0 5 13 3 0 21
7〜9年 0 2 12 0 0 14
10年以上 0 1 3 3 0 7







とてもそう思う まあそう思う どちらともいえない あまりそう思わない 合計
外国語（活動）
指導経験年数
0 〜3年 24 25 6 0 52
4〜6年 13 6 1 1 21
7〜9年 8 5 1 0 14
10年以上 2 4 1 0 7












とてもそう思う まあそう思う どちらともいえない あまりそう思わない 合計
経験年数 0 〜3年 度数 9 30 12 1 52
調整済み残差 -2.4 1.6 1.0 -1.0
4〜6年 度数 6 9 4 2 21
調整済み残差 3 -0.8 -0.1 1.8
7〜9年 度数 8 5 1 0 14
調整済み残差 2.8 -1.2 -1.3 -8

































































英語専科 3% 5・6年学級担任 18%






















































あまりそう思わない 1% あまりそう思わない 1%












あまりそう思わない 1% どちらともいえない 
6%

























とてもそう思う まあそう思う どちらともいえない あまりそう思わない 合計
外国語（活動）
指導経験年数
0 〜3年 8 16 2 1 27
4〜6年 13 11 1 0 25
7〜9年 13 7 0 0 20
10年以上 6 4 1 0 11
合計 40 38 4 1 83
1.質問①
「講座内容はご自分にとって適切でしたか。」とのクロス集計を行った（ 表 2 ）。ここでも、上述した
質問①でも行ったようにカイ2乗検定により項目間の関係を分析した。しかし、有意な関係は見
られなかった（χ2=13.270, p<.05）。
表 2  外国語（活動）指導経験年数と「②講座内容はご自分にとって適切でしたか。」とのクロス表
②講座内容はご自分にとって適切でしたか。
難すぎた 少し難すぎた 適切だった 少し簡単すぎた 合計
外国語（活動）
指導経験年数
0 〜3年 1 6 19 1 27
4〜6年 1 2 22 0 25
7〜9年 0 0 20 0 20
10年以上 0 0 10 1 11







とてもそう思う まあそう思う どちらともいえない あまりそう思わない 合計
外国語（活動）
指導経験年数
0 〜3年 7 15 3 2 27
4〜6年 10 14 1 0 25
7〜9年 8 12 0 0 20
10年以上 5 5 1 0 11







































































































































とてもそう思う まあそう思う どちらともいえない 全くそう思わない 合計
外国語（活動）
指導経験年数
0 〜3年 21 15 1 2 39
4〜6年 21 17 0 1 39
7〜9年 9 2 0 1 12
10年以上 3 2 0 1 6
合計 54 36 1 5 96
1.質問①
「講座内容はご自分にとって適切でしたか。」とのクロス集計を行った（ 表 2 ）。ここでも、上述した
質問①でも行ったようにカイ2乗検定により項目間の関係を分析した。しかし、有意な関係は見
られなかった（χ2=13.005, p<.05）。
表 2  外国語（活動）指導経験年数と「②講座内容はご自分にとって適切でしたか。」とのクロス表
②講座内容はご自分にとって適切でしたか。
少し難すぎた 適切だった 少し簡単すぎた 簡単すぎた 合計
外国語（活動）
指導経験年数
0 〜3年 2 34 1 2 39
4〜6年 1 3 0 1 39
7〜9年 1 10 0 1 12
10年以上 2 3 0 1 6
























とてもそう思う まあそう思う どちらともいえない 全くそう思わない 合計
外国語（活動）
指導経験年数
0 〜3年 20 13 4 2 39
4〜6年 16 21 1 1 39
7〜9年 9 2 0 1 12
10年以上 4 1 0 1 6
































































































































































































0 〜3年 度数 9 17 4 1 5 36
調整済み残差 -3.0 -1.1 2.0 -0.3 0.5
4〜6年 度数 7 27 4 1 1 36
調整済み残差 -1.2 3.2 -1.8 -0.3 -2.1
7〜9年 度数 7 5 0 0 2 14
調整済み残差 2.1 -1.5 -1.0 -0.6 -0.3
10年以上 度数 2 2 1 0 3 8
調整済み残差 -0.1 -1.7 0.9 -0.4 2.4
合計 度数 25 51 5 2 11 94
1.質問①
62 Ⅳ 講座内容に対する評価
「講座内容はご自分にとって適切でしたか。」とのクロス集計を行った（ 表 2 ）。ここでも、上述した
質問①でも行ったようにカイ2乗検定により項目間の関係を分析した。しかし、有意な関係は見
られなかった（χ2=16.799, p<.05）。
表 2  外国語（活動）指導経験年数と「②講座内容はご自分にとって適切でしたか。」とのクロス表
②講座内容はご自分にとって適切でしたか。
難しすぎた 少し難しすぎた 適切だった 少し簡単すぎた 簡単すぎた 合計
外国語（活動）
指導経験年数
0 〜3年 1 3 25 2 5 36
4〜6年 0 0 34 1 1 36
7〜9年 0 0 12 0 2 14
10年以上 0 0 5 0 3 8































0 〜3年 度数 9 16 6 5 36
調整済み残差 0.1 -1.5 1.8 0.5
4〜6年 度数 6 28 1 1 36
調整済み残差 -1.4 3.6 -1.8 -2.1
7〜9年 度数 6 5 1 2 14
調整済み残差 1.7 -1.5 -0.3 0.3
10年以上 度数 2 2 1 3 8
調整済み残差 0 -1.7 0.3 2.4














































4〜6年 32% 4〜6年 33%









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































反省・改善にもつながる。「聞くこと・話すことにおいて、What do you want for your birthday?を聞き取り、
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